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２０１７年版

環境活動レポート
エコアクション２１

（対象期間：２０１７年１月～１２月）



　　　　１）環境の保全・向上活動を推進する為、エコアクション２１に積極的に参加し、これ
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　　　１．当社は常に地球環境問題を意識し、企業システムと自然環境のバランス（調和）を図り、

　　　　　環境汚染防止・資源有効利用に積極的かつ継続的に取り組みます。

　　　　　

　　　

　　　　　　源化・省エネルギー活動の推進等により環境保全に寄与する。

　　　　２）廃棄物の収集運搬をはじめとする企業活動において、廃棄物の削減・再利用・再資

環 境 基 本 理 念

　　　　　　運送会社という性質上、環境負荷の大きな産業であることを自覚し、環境側面を充

　　　　　分把握して、環境保全する為、自社の事業活動をよりチェックし地域と共存するよう

環　 境　 方　 針

                                            大 立 運 輸 株 式 会 社

                                                 代表取締役社長　本 庄　孝 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　平成３０年４月　５日  改定

　　　　　配慮し、環境への優しさを優先して行動します。

　　　　　　向上活動継続的な改善に努める。

　　　　４）国、地方自治体などの環境に関する規制及び当社が同意したその他要求事項を遵守

　　　　　　することはもとより、継続的に汚染の防止に努める。

　　　　７）環境方針は、全ての従業員に周知するとともに、社外の求めに応じ開示する。

　　　２．当社は、全ての事業活動が環境に何らかの影響を与えていることを認識し、環境負荷の

　　　　３）事業活動による環境への影響を的確に捉え、可能な範囲で目標を定め環境の保全・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　   平成１７年１月１５日  制定

　　　　５）事務設備等に係る資源の消費抑制に努め、環境に配慮したグリーン購入を積極的に

　　　　　　行う。

　　　　６）従業員に対する環境教育を計画的に実施し、環境保全に対する意識向上を努めると

　　　　　　ともに従業員一人ひとりが良き企業市民として行動する。

　　　　　　を運用・維持することを確実にする。

　　　　　責任を厳粛に受け止め、事業活動の全域で環境に優しい社会の実現に貢献します。



　　　　　　　部門環境管理責任者　：札幌営業所      副所長　　　　　　花田　良一
　　　　　　　　　　　　　　　　　：旭川営業所　   所　長　　　　　　玉川　裕之

　　　　　　　　　　　　　　 　　　: 札幌営業所　　Tel 011-862-3330　Fax 011-865-2424

　　　　　　　　　　　　　　 　　　: 旭川営業所　　Tel 0166-58-5553　Fax 0166-57-5065

　　　●環境活動レポートの対象期間と発行日
　　　　　　　対　象　期　間　　平成２９年１月  １日～１２月３１日
　　　　　　　発　　行　　日　　平成３０年４月　5日

　　　　　　　　札幌営業所・旭川営業所・北見営業所・函館営業所・帯広営業所

　　　　　  大立運輸株式会社　(だいりつうんゆかぶしきかいしゃ)

　　　●環境管理責任者及び連絡先

　　　　　　　　一般貨物自動車運送事業・貨物利用運送事業・産業廃棄物収集運搬業

　　　　　　　帯　広　営　業　所　 : 北海道河西郡芽室町東芽室北１線１６番２６

　　　　　　　　代表取締役社長　　本 庄　孝 一

　　　●会社ホームページ　　　　http://www.dairitsu-unyu.co.jp

　　　　　　　　　　　　　　 　　　: 北見営業所　　Tel 0157-66-1130　Fax 0157-66-1203

　　　　　　　　　　　　　　 　　　: 函館営業所　　Tel 0138-64-6488　Fax 0138-64-6490

　　　　　　　　　　　　　　 　　　: 帯広営業所　　Tel 0155-62-6881　Fax 0155-62-6882

　　　　　　　連　絡　先　　 　　　: 本　　　社　　Tel 011-862-2882　Fax 011-862-6708

【１．全社の概要】

　　　●事業者及び代表者名

【２．認証・登録事業所の概要】

会社概要(全社及び認証･登録事業所)

　　　　　　　　　　　　　　　　　：北見営業所　   所　長                  伊達　敏宏

　　　●資本金　      　3,000万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　：帯広営業所　   所　長              　 中村　孝宏

　　　●従業員数　　   69名

　　　●営業拠点

　　　　　　　環境管理事務局責任者：本　　　社      業務部次長　　　   中森　克浩
　　　　　　　環境管理事務局         ：本　　　社      業務部総務課　　   佐々木柊斗

　　　●本社所在地

　　　　　　　旭　川　営　業　所　 : 北海道旭川市東鷹栖東1条6丁目６３７番５３

　　　　　　　　〒003-0030　北海道札幌市白石区流通センター5丁目2番21号

　　　●事業の内容

　　　　　　　　代表取締役会長　　須 藤　泰 成

　　　　　　　　　　　　　　　　　：函館営業所　   所　長                  菊池　　誠　
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　　　　　　　　一般廃棄物収集運搬業・引越事業・除雪事業・不動産の管理及び賃貸業

　　　●認証･登録事業所所在地
　　　　　　　本社及び札幌営業所 　: 北海道札幌市白石区流通センター5丁目2番21号

　　　　　　　統括環境管理責任者　：本　　　社      取締役業務部長　   奥　　　篤

　　　●売上高　　　　81,003万円　（平成２９年）

　　　●設立年月日　　1976年４月１０日

　　　　　　　北　見　営　業　所 　: 北海道北見市西三輪7丁目７０９番地５
　　　　　　　函　館　営　業　所 　: 北海道亀田郡七飯町字峠下70番18
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取締役業務部長　奥　　篤

環境管理事務局責任者
業務部次長　 中森 克浩
環 境 管 理 事 務 局
総務課　 佐々木 柊斗

旭川営業所
部門環境管理責任者
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　　　●事業の規模
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　　　総エネルギー量

　　　総二酸化炭素排出量

使　用　量

使　用　量

7.38

㎏-CO2

㎏-CO2

MJ

● ●

廃棄物の種類

平成7年7月17日

　　　　　当社では、エコアクション２１ガイドラインに基づく計画的な取り組みを実施するにあたり

　　　　　過去３年間の「環境への負荷状況」を取りまとめ比較する

　　　　　※各年度の期間は、１月から１２月までとする
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　　２）処理実績　収集運搬量（ｔ）

排出係数

許可番号

第 00100032404 号 ●
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5 5

2.681
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2017年

台　　　数

　　　　区分：大型トラック＝積載量７ｔ超・中型トラック＝積載量７ｔ以下

　　　★営業車両の燃料使用量とその燃費
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計画

グ リ ー ン 購 入
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　　　　　　 エコドライブの徹底、指導者（有資格者）を設けて指導教育を実施する

　　　　　　1)無用なアイドリングをしない（アイドリングストップ）

　　　　　　2)効率的な運行経路の推進（運行管理者による指示）

　　　　　　3)経済速度で走行する（法定速度内遵守）

　　　　　　4)車両の定期的な点検・整備の実施（タイヤ空気圧の適正値を確認等）

　　　　　　5)積載量は確実に遵守する（過積載の禁止）

　　　　　　6)無駄な空吹かしをしない

　　　　　　7)急発進・急ブレーキ・急加速をしない

　　　　　　8)カーエアコン（冷暖房）の使用の効率化を図る

　　　　　　9)排出ガス除去装置やスピードリミッター装置の装着

　　　　　 10)車両を代替する場合は、低燃費・環境を配慮した車両を推進し購入する

　　　　　（達成手段）

　　　　　　　当社の環境改善手順書に従って、毎日チャート紙や運行前点検時に注意を促し

　　　　　　　また、安全衛生会議の議題に挙げ、運転手に現状を周知し意識向上に努める

　　　　　（達成手段）

　　　　　　　当社の環境改善手順書に従って、定期的に各事業所を巡回し、不備があった場合は

　　　　　　　その都度指導し、必要に応じ記録簿に記載し会議等に諮り改善を図る

　　　【２】ガス使用量の削減
　　　　　　1)ガス給湯器の設定温度を低くし無駄を抑え、夏季は使用を控える

　　　　　　2)ガスコンロの使用は最小限に努める

　　　　　（達成手段）

　　　　　　　当社の環境改善手順書に従って、定期的に各事業所を巡回し、不備があった場合は

　　　　　　　その都度指導し、必要に応じ記録簿に記載し会議等に諮り改善を図る

　　　【３】灯油使用量の削減
　　　　　　1)ストーブ又はファンヒーター等の暖房器具による灯油使用は設定温度を２３度の前後

　　　　　　　１度の設定とし、使用量削減に努める

　　　　　（達成手段）

　　　　　　　当社の環境改善手順書に従って、定期的に各事業所を巡回し、不備があった場合は

　　　　　　　その都度指導し、必要に応じ記録簿に記載し会議等に諮り改善を図る

　　　　　　2)社内外受信の文書は電子メールを活用し、必要最小限の出力でペーパーレス化を図る

　　　　　　3)封筒等の再利用（社内間の書類送付は使用済封筒を再利用する）

　　　【５】紙使用量の削減

　　　【４】自動車燃料の効率化による使用量削減

- ７ -

　　　　　　4)引越資材の再利用（梱包資材など）

　　　　　　5)会議等の資料は両面印刷で、使用枚数を削減する

　　　　　（達成手段）

　　　【１】購入電力の削減

　　　　　　5)室内空調は、夏季２６度・冬季２３度の前後１度に設定する

　　　　　　1)使用済コピー用紙（裏紙）を再利用する

　　　　　　2)長時間離席時は事務機器等の電源を切る、退社時は事務機器等の電源を切る

　　　　　　3)休憩室等の空室時は必ず電気製品の電源を切る

　　　　　　　当社の環境改善手順書に従って、定期的に各事業所を巡回し、不備があった場合は

　　　　　　　その都度指導し、必要に応じ記録簿に記載し会議等に諮り改善を図る

環境保全に向けた具体的な取組内容

　　　　　　6)洗車機を使用しない時間は電源を切る

　　　　　　7)省エネタイプの蛍光灯やＬＥＤに入れ替えを進める

　　　　　　4)日中において窓際の照度が得られる場合の照明の節約

　　　　　　1)休憩時間等の稼働時間外は、全事務所及び休憩室の蛍光灯を消灯する



　　　　　　3)廃オイル及びエレメントは、長期保管することなく指定業者へ適正処理を依頼する

　　　　　　4)車両修理等において部品交換の際は、安全を考慮した範囲内で中古部品や再生可能な

　　　　　　　部品を活用する

　　　　　（達成手段）

　　　【８】グリーン購入
　　　　　　1)エコマーク入りの備品等の購入を推進する

　　　　　　2)低公害車両や低燃費車両に計画的な入替えを実施する

　　　【９】産業廃棄物収集運搬管理
　　　　　　産業廃棄物処理法を完全に遵守する

　　　【１０】施設内の環境美化
　　　　　　1)施設内に不要なものは置かない（不要物は適正処分とする）

　　　　　　2)保管用コンテナは清潔に使用すること

　　　　　　3)定期的に事務所内及び構内清掃を実施する

　　　【１１】情報開示等
　　　　　　当社がエコアクション２１に参加していることを対外的に公表する

　　　　　　1)当社ホームページにて公表する

　　　　　　2)名刺にロゴマークを入れて印刷し、ＰＲをする

　　　　　　3)事務所内に認証登録証及び環境方針を掲示し、お客様の目に留まるようにする

　　　【1２】その他

　　　　　　

　　　　　　　主催のボランティア清掃活動に毎年参加しています

　　　【６】水使用量の削減
　　　　　　1)給湯室やトイレ等の水量は必要最小限にして使用する

　　　　　　2)車両の洗車は、手洗いと洗車機の併用で節水する

　　　　　　3)節水を常に意識し、日常管理を徹底する

　　　　　　　当社の環境改善手順書に従って、定期的に各事業所を巡回し、不備があった場合は

　　　　　　　その都度指導し、必要に応じ記録簿に記載し会議等に諮り改善を図る

- ８ -

　　　　　（達成手段）

　　　　　　3)(社)北海道交通安全協会主催の『チャレンジ・セーフティラリー北海道』に参加し

　　　　　　　交通事故「０」に向けた、社員の安全意識高揚の取組みとしています

　　　　　　　当社の環境改善手順書に従って、定期的に事務所内外を巡回し、不備があった場合は

　　　　　　　その都度指導し、必要に応じ記録簿に記載し会議等に諮り改善を図る

　　　　　　　引き渡す

　　　【７】廃棄物の排出抑制
　　　　　　1)使用済みタイヤは指定業者による選別を行ない、再生タイヤに転換する

　　　　　　2)使用済みタイヤで再生タイヤの選別に漏れたものを処理業者又リサイクル業者に

ボランティア清掃・交通安全運動・大型街頭啓発の様子  

　　　　　　1)社会貢献活動の取組みとして、当社加盟組合「札幌流通センター運送事業組合」

　　　　　　　地域社会への貢献を目指しています

　　　　　　2)毎年、春秋の交通安全運動に合わせた札幌市白石区の「大型街頭啓発」に参加し
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　　使用量の増加要因は業務量の影響もあり、営業所のネットワークを活かし配車効率の向上と
　　改善に取組み、先進的な車両代替やエコドライブの徹底、省燃費講習の参加など管理者指導の

　　もと燃費向上と使用量削減に努め、函館営業所では大幅に使用料が減少しました

　　全社的に節水を心掛け、日常管理を実施して使用量削減に務めましたが、札幌営業所で施設

　　老朽化に伴う漏水が発生した為、使用量増加となりました

　　業務量の影響で使用量が増加となりましたが、複合機の導入で保存書類を一部電子化、裏紙を

　　再利用やメールを活用し、使用量削減に努めています

　6) 水道

　　冬期間の業務量の増加と暖房設備の使用時間が延びましたが、設定温度を下げるなど対策を講じ、

　　使用量は減少しました

　　業務量の影響で使用量も増減しますが、エコドライブを徹底し燃費向上と使用量削減に努め、

　　また、社有車の一部にハイブリッド車導入を実施、今後も順次代替を検討しています

- １０ -

　　

　4) ガソリン

　3) 灯油

　1) 電力

　7) 紙

　　使用料が減少しました

　　

　　給湯器とガスコンロの使用時間により、使用量が増加となりました

　5) 軽油

　　省エネ対応の機器を順次導入し、こまめな消灯など事務所内のあらゆる面から節電対策を実施しまし

　　した。しかし、函館営業所・帯広営業所につきましては、減少することが出来ました

　2) ＬＰＧ

　　たが、札幌営業所にてＩＴ点呼業務があるため事務所の人員が24時間体制となり、使用料は増加で



0000479

　もと、平成３０年は更なる燃費向上に努めていきます。ガソリンは社有車の一部ハイブリット車を導入

認証･登録取得日

ＥＡ２１認証･登録の対象事業所

北見営業所

　日常管理を継続していますが業務量によって変化があり、使用量は増加となりましたが、前年度よりも、

旭川営業所

札幌営業所 2005年10月26日

2005年10月26日

　対象事業所の範囲拡大をすすめ、２０１２年度全事業所認証・登録となりました。

　　　クレーム等もありませんでした

　　　今後も環境関連法規及び各条令等社会的要求事項を進取し、環境保全活動の向上を図ります

　当社の組織構成は、本社及び札幌営業所のほか、北海道内に旭川営業所(旭川市)・北見営業所(北見市)

　・函館営業所(七飯町)・帯広営業所(芽室町)の５箇所を拠点として事業展開をしております。

　各営業所において産業廃棄物収集運搬を行っており、環境改善活動は必要不可欠なものと考え、

0000479

2012年10月26日
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0000479

函館営業所 0000479

　　　　　　　　　北見営業所　0157-66-1130　　　　　担当　伊達　敏宏

　　　　　　　　　帯広営業所　0155-62-6881　　　　　担当　中村　孝宏

環境関連法規への違反･訴訟等の有無

00004792012年10月26日

　した事により、大幅な減少となりました。一方で、電気や水の使用量に関しては、節電・節水などの

　取組み結果が成果として出て来ていますので、継続して削減に努めていきます。

2009年10月26日

認証･登録番号

0000479

　等燃費を悪化させてしまう原因を発見する事が車両ごとに出来る為、エコアドバイザーによる指導の

全　　体　　的　　評　　価

　　平成29年は、１０月に全車両に「デジタルタコグラフ」を装着したことにより、急発進・急減速

収　集　運　搬　料　金

　　　　契約料金はお見積書によります。下記担当者までお気軽にお問い合わせ下さいませ

　　　　　　　　　札幌営業所　011-862-3330　　　　　担当　花田　良一

　　　　　　　　　旭川営業所　0166-58-5553　　　　　担当　玉川　裕之

　　　　　　　　　函館営業所　0138-64-6488　　　　　担当　菊池　　誠

帯広営業所

　　　環境関連法規及び各条例に関する遵守状況の確認の結果、違反・訴訟及び近隣住民からの

2012年10月26日

本　　　社

事業所名



　　　　　　本　　　社  　　　　中森　　克浩　　　　認定№ 北海道01-00138

- １２ -

事業所名

全日本トラック協会で行っている貨物自動車運送適正化事業の「安全性優良事業所」に認定されています。

　　　　　　本　　　社   　 　 　 奥　　　篤    　　 　認定№ 北海道01-00039

北見営業所

443-0026

事業所名 認定･登録区分

2021年12月31日

旭川営業所 ランク　3 Ｅ1370-3

　　　　　　札幌営業所  　　　　花田　　良一　　　　認定№ 北海道01-00040

旭川営業所

　　　               　　　指導者を設け、エコドライブの教育指導を実施しております

　　　　　　札幌営業所  　　　　佐藤　　博樹　　　　認定№ 北海道01-00041

Ｅ1226-3

　          　北海道及び札幌市のエコ活動プログラムへ参加し、認証および登録をしております

認定証番号

2600058

2600177

　　　　　　札幌営業所  　　　　山形　　隆夫　　　　認定№ 北海道01-00110

ランク　3

有効期限

2021年12月31日

2021年12月31日

2700264

2600323

2600358

2019年12月31日

2021年12月31日

事業所名 認定･登録区分 登録番号

さっぽろエコメンバー

登録番号

帯広営業所 ランク　3 Ｅ1372-3

地域主催のエコ活動への取組

北海道グリーン・ビズ　（優良な取組部門）

札幌営業所

貨物自動車運送事業安全性評価事業

北見営業所

函館営業所

帯広営業所

JAF公認エコアドバイザー指導員資格取得

ランク　3 Ｅ1371-3

函館営業所

本社・札幌営業所 レベル　3

　　　　　　本　　　社  　　　　佐々木　柊斗　　　　認定№ 北海道01-00111


